


































































































































セージで構成されており、1 つのパッセージは約 300 語であった。1 日当たり




















経験はなく、TOEIC のスコアが 500 ～ 695 点の間に分布していた。中級学習
者を TOEIC スコア 500 ～ 695 点に限定した基準は、石川（2008）、Ishikawa 
and Ishikawa（2008）に準じた。実践の事前と事後に音読と黙読によるリーディ
ングテストを実施した。音読では英検準 2 級のパッセージを読んで多肢選択式
の問題 5 問に解答した。黙読では英検準 1 級・2 級・準 2 級各 1 題ずつのパッセー
ジを読んで多肢選択式の問題合計 13 問に解答した。対象者の得点は、音読対







引き出しやすかった。男女比は、音読・黙読共に男性 2 名、女性 1 名で構成さ
れていた。
4.3　データ収集














































カテゴリ ［ー音読の変化］の下位には 3 つの概念、カテゴリ ［ー黙読の取り組み］





































































の得点が 8 点、同じく未経験者の B の得点が 8 点であったのに比べて音読経験





























































































る方法は対象者 D および E とは異なっていた。その方法に関して、F は質問紙




























は、主に初級学習者に見られる（Amma, 2009; Holmes, 1987; Upshur & Hom-













































とえば、a lover ball って、lover ball、「かわいい」みたいな感じで日本語に。
何か対応する日本語を頭の中で。3 回目ぐらいになってくると、lover ball
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